
17 武士の台頭と鎌倉幕府

武士の成長
／9問

1　次の問いに答えなさい。
⑴　平安時代の中ごろ，地方の豪

ごう

族
ぞく

と中央の武官の交流のなかから，武装した集団があらわれました。こ
の人々を何といいますか。

（　　　　　　　　）
⑵　右の図は，多くの家来を従えて成長した武

ぶ

士
し

団
だん

の
仕組みです。aにあてはまる語句を，次のア〜エか
らそれぞれ１つ選び，記号を書きなさい。
　　ア　棟

とう

梁
りょう

　イ　下
げ

人
にん

　ウ　惣
そう

領
りょう

　エ　郡
ぐん

司
じ

（　　　　）

⑶　次の①・②にあてはまる人物を，あとの［　］から選んで書きなさい。
　①　935 年，関東地方で反乱を起こし，一時期この一帯を支配したが，940 年にたおされた。
　②　939 年，瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

一帯で反乱を起こしたが，941 年に平定された。　
　［　菅

すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

　　平
たいらの

将
まさ

門
かど

　　藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

　　藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

　］
①（　　　　　　　　）　　②（　　　　　　　　）

⑷　次の文中の（　Ａ　）・（　Ｂ　）にあてはまる氏の名を書きなさい。
　　成長した武士団のなかでは，天皇の子孫とされる（　Ａ　）と（　Ｂ　）が有力となり，11 世紀後
半には（　Ａ　）が東

とう

国
ごく

に，12 世紀前半には（　Ｂ　）が西
さい

国
ごく

に勢力をのばした。
Ａ（　　　　　　　　）　　Ｂ　（　　　　　　　　）

2　次の問いに答えなさい。
⑴　11 世紀後半には，武士同士の大きな戦乱がおきましたが，この後，
東北地方では平

ひら

泉
いずみ

を中心とした奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

が力を持ちました。右の図
から平泉の位置を選び，記号を書きなさい。

（　　　　）

⑵　奥州藤原氏が建てた寺などは現在ものこり，その文
ぶん

化
か

財
ざい

や庭
てい

園
えん

は
2011 年に世

せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登録されています。奥州藤原氏が建てた寺を，
次のア〜エから１つ選び，記号を書きなさい。
　　ア　東

とう

大
だい

寺
じ

　　イ　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

　　ウ　中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

　　エ　唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

（　　　　）

⑶　地方の武士は，地位や武力を利用し土地の開発を進め，領
りょう

地
ち

を都の
貴族，寺や神社などに寄

き

進
しん

しました。こうした土地を何といいますか。
漢字 2文字で書きなさい。

（　　　　　　　　）

イ
ア

ウ

エ

（　a　）

郎党
ろうとう
家の子
いえ こ

武　士

平　氏

荘　園

藤原純友

イ

源　氏

平将門

イ

ウ

用語 　棟梁　一族の長で，子どもや兄弟をまとめて，
従
じゅう

者
しゃ

たちを率
ひき

いた。棟梁と従者は主従関係で結ばれていた。

ポイント 　武士は，荘園や公
こう

領
りょう

に館
やかた

を築き，地方社会の中心になっていった。

［ドリルプリント］
年　　　組　　　番

名前

中学社会・歴史
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18 武士の台頭と鎌倉幕府

武士の政権の成立
／9問

1　次の問いに答えなさい。
⑴　1086 年，白

しら

河
かわ

天
てん

皇
のう

は，天皇の位をゆずって上
じょう

皇
こう

となってからも，上皇の御所で政治を行いました。
この政治を何といいますか。

（　　　　　　　　）

⑵　下の絵は，「平
へい

治
じ

の乱
らん

」の様子をあらわしたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　①　この乱は，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

と 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

の勢力争いに貴族をまきこんで起こりました。戦いに勝ったのは，ど
ちらの人物ですか。

（　　　　　　　　）
　②　⑴の人物は，武士として初めて（　Ｘ　）となり，政治の実権をにぎりました。（　Ｘ　）にあて

　はまる語句を，次の［　］から選んで書きなさい。
　　［　摂

せっ

政
しょう

　　征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

　　太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

　　関
かん

白
ぱく

　］
（　　　　　　　　）

　③　⑴の人物は，兵
ひょう

庫
ご

の港を整備し，中
ちゅう

国
ごく

の宋
そう

と貿易を行いました。この港は，現在の何市にありましたか。
（　　　　　　　　）

2　右の地図を見て，次の問いに答えなさい。
⑴　地図の凡

はん

例
れい

A，B は，それぞれの氏の勢
せい

力
りょく

範
はん

囲
い

を示し
ています。それぞれにあてはまる氏を書きなさい。

A（　　　　　　　）     B（　　　　　　　）

⑵　鎌倉の位置を示しているものを，右の図のア〜エから
１つ選び，記号を書きなさい。

（　　　　）
⑶　X は，源氏が平氏を滅ぼすことになった戦いです。こ

の戦いの名
めい

称
しょう

を，次のア〜エから１つ選び，記号を書き
なさい。

　ア　富
ふ

士
じ

川
がわ

の戦い　　イ　一
いち

ノ
の

谷
たに

の戦い　
　ウ　壇

だん

ノ
の

浦
うら

の戦い　　エ　屋
や

島
しま

の戦い
（　　　　）

⑷　X の戦いで活
かつ

躍
やく

した源氏の武士はだれですか。
（　　　　　　　　）

源氏の進路

主な戦場

1183年のころの源氏
と平氏の勢力範囲
A ア

イ

ウ

エ

B

X

院　政

平清盛

神戸市

太政大臣

源　氏 平　氏

源義経

イ

ウ

ポイント 　保
ほう

元
げん

の乱
らん

では，
平清盛と源義朝が手を結び
崇
す

徳
とく

上
じょう

皇
こう

らに勝利したが，
平治の乱では，平清盛が源
義朝を破って勢力を広げた。

ポイント 　源氏は東日本，平氏は西日本に勢力をのばしていた。

［ドリルプリント］
年　　　組　　　番

名前

中学社会・歴史
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19 武士の台頭と鎌倉幕府

鎌倉幕府の成立
／12問

1　次の問いに答えなさい。
⑴　平

へい

氏
し

を滅ぼし，鎌
かま

倉
くら

を本
ほん

拠
きょ

地
ち

として幕
ばく

府
ふ

を開いた人物はだれですか。	 （　　　　　　　　）
⑵　鎌倉幕府を開いた人物が朝

ちょう

廷
てい

から任命された役職を，次の［　］から選んで書きなさい。
　［　太

だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

　　征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

　　関
かん

白
ぱく

　］	 （　　　　　　　　）
⑶　鎌倉幕府の将軍に忠誠をちかい，御

ご

恩
おん

と奉
ほう

公
こう

の関係で結ばれた武士を何といいますか。
（　　　　　　　　）

⑷　1221（承
じょう

久
きゅう

3）年，朝廷が勢力の回復をはかって，幕府討
とう

伐
ばつ

の兵を挙げました。この乱を起こした人
物を，次の［　］から選んで書きなさい。
　［　後

ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

　　白
しら

河
かわ

上皇　　後
ご

白
しら

河
かわ

上皇　］　　　　　　　　　　　　　	　　　（　　　　　　　　）
⑸　承久の乱が起こったとき，鎌倉幕府の初代将軍の妻が武士たちに将軍の御恩を説いて，結束して立ち
向かうように訴

うった

えかけました。その人物はだれですか。	 （　　　　　　　　）

2　右の図を見て，次の問いに答えなさい。
⑴　図中の下線部 aの役
職に代々ついて，幕府の
政治を動かしたのは，何
氏ですか。
（　　　　　　　　）

⑵　図中の下線部 b〜 d
の役所は，どこに置かれ
ましたか。	
（　　　　　　　　）

⑶　図中の A，Bにあてはまる語句を，それぞれ書きなさい。
Ａ（　　　　　　　　）　　Ｂ　（　　　　　　　　）

3　次の資料を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　資料中の（　A　）にあてはまる地名を書きなさい。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）
⑵　資料中の下線部 Bの法律は，どこが定めたものですか。次の［　］から選んで書きなさい。
　［　朝

ちょう

廷
てい

　　政
まん

所
どころ

　　問
もん

注
ちゅう

所
じょ

　］
（　　　　　　　　）

⑶　この御成敗式目を定めた人物を，次の［　］から選んで書きなさい。
　［　 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

　　北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

　　北条泰
やす

時
とき

　］
（　　　　　　　　）

御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（部分要約）
一　諸国の守護の職務は，頼

より

朝
とも

公の時代に定められたように，（　A　）の御
ご

所
しょ

の警備と，謀
む

反
ほん

や
殺人などの犯罪人の取りしまりに限る。

一　武士が 20年の間，実際に土地を支配しているならば，その権利を認める。
一　女性が養子をとることは，B律

りつ

令
りょう

では許されていないが，頼朝公のとき以来現在に至るまで，
子どものない女性が土地を養子にゆずりあたえる事例は，武士の慣習として数え切れない。

侍　所 （御家人の統率，軍事など）
さむらい どころ ご け にん とう そつ

b

政　所 （政務一般と財政）
まん

かま くら ばく ふ

どころ いっ ぱん

c

問注所 （裁判）
もんちゅうじょ

d

六波羅探題（朝廷の監視，西国武士の取りしまり）
ろく は ら たん

ねんしょうえん こうりょう ぐ

だい かん し さい ごく

Ａ （国ごとの軍事と警察，御家人の統率）

執権将軍

（
中
央
）

（
地
方
）

鎌倉幕府の仕組み

しっ けん

a

Ｂ （荘園や公領の管理，年貢の取り立て）

源頼朝

征夷大将軍

御家人

守　護

後鳥羽上皇

北条政子

地　頭

鎌　倉

北条氏

京　都

朝　廷

北条泰時

注意！ 　白河上皇は，院政を最初に行った上皇。後白河上皇は
平
たいらの

清
きよ

盛
もり

に助けられ，のちに対立した上皇。

注意！ 　六波羅探題は京都に置かれた。

ポイント 　1232年に定められた御成敗式目は，武士の社会の慣習に基
もと

づいてつくられた。

［ドリルプリント］
年　　　組　　　番

名前

中学社会・歴史
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思考・判断・表現

技　　　能

知識・理解

［たしかめプリント］

／100点

名前

年　　　組　　　番

7
めあて　武士のおこりと武家政権の成立を理解する。

／3問

／0問

／10問

武士の台頭と鎌倉幕府

武家政治の始まり

中学社会・歴史

（1⑴⑵⑷は各5点,その他各10点　2各10点　3⑴は10点,⑵⑶は各5点）

1　あゆみさんがつくった次の人物カードを見て，あとの問いに答えなさい。

⑴　カード Aの X，Yにあてはまる語句を書きなさい。
� X（　　　　　　　　　）　  　Y　（　　　　　　　　　）
⑵　カードBの下線部が起こったころ，瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

一帯で反乱を起こした人物を，次のア〜ウから 1人選び，
記号を書きなさい。
　ア　藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

　　イ　藤原純
すみ

友
とも

　　ウ　源義
よし

経
つね

� （　　　　）
⑶　カード Cの下線部のような政治を何といいますか。
� （　　　　　　　　　）
⑷　カード Dの下線部の貿易を行うために整備した港を，次のア〜ウから 1つ選び，記号を書きなさい。
　ア　堺

さかい

の港　　イ　博
はか

多
た

の港　　ウ　兵
ひょう

庫
ご

の港
� （　　　　）
⑸　カード A〜 Dを年代の古い順から並べ，記号を書きなさい。
� （　　　　→　　　　→　　　　→　　　　）

2　右の図を見て，次の問いに答えなさい。
⑴　図中の Aにあてはまる，将軍を補

ほ

佐
さ

する役職を何といいますか。
� （　　　　　　　　　）
⑵　図中の Bにあてはまる，国ごとに置かれた役職を何といいますか。
� （　　　　　　　　　）
⑶　図中の aの主な仕事は何ですか。次のア〜ウから 1つ選び，記号を
書きなさい。
　ア　財政と政治一

いっ

般
ぱん

　イ　荘
しょう

園
えん

の管理と年
ねん

貢
ぐ

取り立て
　ウ　朝廷と西

さい

国
ごく

武士の監
かん

視
し

� （　　　　）
⑷　図中の将

しょう

軍
ぐん

とこれに従った武士とは，御
ご

恩
おん

と奉
ほう

公
こう

の関係で結ばれて
いました。そのうちの「御恩」の内容を，簡単に書きなさい。
� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A　 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

は，朝
ちょう

廷
てい

から Ｘ に任じられ，幕
ばく

府
ふ

を開いた。

知 思

知 思

知

知

知

知

知

知

思

思

思

D　平清
きよ

盛
もり

は， Y の乱で力を強め，海外との貿易を行った。

C　白
しら

河
かわ

天皇は，位をゆずり上皇となったあとも政治を行った。

B　平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，関東の武士たちを率
ひき

いて，反乱を起こした。

鎌倉幕府のしくみ 

侍

　所 

さ
む
ら
い 

ど
こ
ろ 

政

　所 

ま
ん 

ど
こ
ろ 

問
注
所 

六
波
羅
探
題…

ａ

も
ん 

ろ
く 

は 

ら 

た
ん 

だ
い 

ち
ゅ
う 

じ
ょ 

Ｂ
地

　頭 

じ 

と
う 

Ａ

将
軍 

［地方］ ［中央］

ウ

ADCB

ウ

イ

執　権

守　護

院　政

平　治征夷大将軍

（例）将軍が配下の武士に対して，先祖伝来の領地を保護し，手柄をたてると新しい領地をあたえること。
守護や地頭に任命されることが書かれていても正答とする

頼朝が鎌倉幕府を開い
たのは，1185年（そ
の他1183年，1192
年などと考える説もあ
る）

平将門の乱は，
935年

白川天皇の生没年
1053〜 1129年

平治の乱は1156年

→政所

→地頭

→六波羅探題

ポイント 　承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

の後，幕府は
朝廷や西国武士を監視するために，
六波羅探題を置いた。

©TOKYO SHOSEKI
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［たしかめプリント］（２ページ）

3　次の問いに答えなさい。
⑴　右の資料は，鎌

かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が定めた武士の法律です。この法律を何
といいますか。
� （　　　　　　　　　　　）

⑵　この法律を定めた幕府の執
しっ

権
けん

は，だれですか。次のア〜ウから 1
人選び，記号を書きなさい。
　ア　北

ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

　　イ　北条泰
やす

時
とき

　　ウ　北条時
とき

宗
むね

� （　　　　）

⑶　資料の Ｘ には，地名があてはまります。この地名を書きな
さい。
� （　　　　　　　　）

一　諸国の守
しゅ

護
ご

の職務は，頼
より

朝
とも

公の時代に定められたよ

うに， Ｘ の御
ご

所
しょ

の警備

と，謀
む

反
ほん

や殺人などの犯罪

人の取りしまりに限る。

一　武士が 20 年の間，実際に

土地を支配しているならば，

その権利を認める。
（部分要約）

知

イ

京　都

御成敗式目（貞永式目）

注意！ 　北条時政は鎌倉幕府の初代執権で，北条政
まさ

子
こ

の父。
北条時宗は元

げん

寇
こう

の時の執権。

©TOKYO SHOSEKI
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［フォローアッププリント］

7 年　　　組　　　番

名前

／14問

武士の台頭と鎌倉幕府

武家政治の始まり

●要点のまとめ●　次の文中の（　　）にあてはまる語句を，下の［　　］から選んで書きなさい。

■武
ぶ

士
し

の登場	 　平
へい

安
あん

時代の中ごろ，地方では有力者が開
かい

墾
こん

にはげんで豪
ごう

族
ぞく

となり，中央では朝
ちょう

廷
てい

の武官が貴族の警護を行い，実力を認められていった。この地方の豪族と中央

の武官の交流のなかから（　　　　　　　　）がおこり，従者を組織して武士団

をつくった。10 世紀の中ごろ，関東では（　　　　　　　　）が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

一

帯では藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が反乱をおこした。

■武士の成長と院
いん

政
せい

	 　武士の力を利用して新しい政治を行ったのが（　　　　　　　　）で，位をゆ

ずって上
じょう

皇
こう

となってからも政治を行った。この政治を（　　　　　　　　）という。

■平
へい

氏
し

の政権	 　平
へい

治
じ

の乱で源
げん

氏
じ

を破った（　　　　　　　　）は，武士としてはじめて太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となり，政治の実権をにぎった。また，（　　　　　　　　）を整備し，中国

との貿易を行った。

■鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成立	 　平氏の滅
めつ

亡
ぼう

後，（　　　　　　　　）は，国ごとに（　　　　　　　　），荘
しょう

園
えん

や公
こう

領
りょう

ごとに（　　　　　　　　）を置くことを朝廷に認めさせた。そして，征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられて，鎌倉に幕府を開いた。

■執
しっ

権
けん

政治の開始	 　鎌倉幕府で実権をにぎった北条氏は，代々（　　　　　　　　）の役職につい

て政治を行った。後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇は，幕府をたおそうとして（　　　　　　　　）を

起こしたが，幕府の大軍に敗れた。

	 執権　　守
しゅ

護
ご

　　地
じ

頭
とう

　　承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

　　兵
ひょう

庫
ご

の港　　院
いん

政
せい

　　武士

	 　 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

　　平
たいらの

清
きよ

盛
もり

　　平将
まさ

門
かど

　　白
しら

河
かわ

天
てん

皇
のう

●重要図のポイント●　（　　）にあてはまる語句を，［　　］から選んで書きなさい。

①　 Ａ は，将軍を補
ほ

佐
さ

する仕事を行った（　　　　　　　　）で，

北
ほう

条
じょう

氏
し

が代々受けついだ。

　［　摂
せっ

政
しょう

　　　関
かん

白
ぱく

　　　執
しっ

権
けん

　］

②　 Ｂ は，国ごとに置かれた（　　　　　　　　）で，領国内

の軍事・警察の仕事にあたった。

　［　守
しゅ

護
ご

　　国
こく

司
し

　　里
さと

長
おさ

　］

③　幕
ばく

府
ふ

は，後
ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

が幕府をたおそうとして起こした承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

をしずめたあと，朝
ちょう

廷
てい

の監
かん

視
し

と西
さい

国
ごく

武士の統制のために，京都に

（　　　　　　　　）を置いた。

　［　大
だ

宰
ざい

府
ふ

　　六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

　　鎌
かま

倉
くら

府
ふ

　］

り ちょう

知

知

鎌倉幕府のしくみ

侍
　
所

さ
む
ら
い

ど
こ
ろ

政
　
所

ま
ん

ど
こ
ろ

問
注
所

六
波
羅
探
題

も
ん

ろ
く

は

ら

た
ん
だ
い

ち
ゅ
う
じ
ょ

し
ょ
う
ぐ
ん

Ｂ
地
　
頭

じ

かまくらばく ふ

と
う

Ａ

将
軍

［地方］ ［中央］

執権

守護

六波羅探題

武士

執権

地頭
守護源頼朝

兵庫の港
平清盛

院政
白河天皇

平将門

承久の乱

注意！ 　国司は，律令政治のもと，国
から地方に派遣された。

ポイント 　源頼朝が征夷大将軍に任じら
れたのは1192年。
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1　右の年表を見て，次の問いに答えなさい。
⑴　年表中のＡが起こったころ，関東で反乱を起こし
た人物は，だれですか。
� （　　　　　　　　　）
⑵　年表中の下線部 aは，どのような政治のしくみで
すか。簡単に書きなさい。

⑶　年表中の下線部 bの人物は，朝
ちょう

廷
てい

の何という役職
について政治を動かしましたか。
� （　　　　　　　　　）
⑷　年表中のＢの最後の戦いは，どこで起きましたか。次のア〜エから 1つ選び，記号を書きなさい。
　ア　屋

や

島
しま

　　イ　壇
だん

ノ
の

浦
うら

　　ウ　一
いち

の谷
たに

　　エ　富
ふ

士
じ

川
がわ

� （　　　　）
⑸　⑷の戦いで活躍した源義経は，平氏の滅亡後，頼朝に追われました。頼朝は義経をとらえることを口
実に，朝廷に 2つの役職を認めさせました。これらの役職を書きなさい。

� （　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）

⑹　年表中の下線部 cと主従関係を結んだ武士を，何といいますか。
� （　　　　　　　　　）

2　右の資料は，承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

が起きたときの幕
ばく

府
ふ

の記録の一部です。こ
れについて，次の問いに答えなさい。
⑴　資料中の下線部 aは，ある人物の妻です。ある人物とは，だれで
すか。
� （　　　　　　　　　）
⑵　資料中の下線部 bのように，将軍から受けた恩を何といいますか。
漢字 2字で書きなさい。
� （　　　　　　　　　）
⑶　資料中の下線部 cのように，将軍の恩に報いることを何といいま
すか。漢字 2字で書きなさい。

� （　　　　　　　　　）
⑷　資料中の下線部 dにいた，相手側の中心人物はだれですか。次の

ア〜ウから 1人選び，記号を書きなさい。
　ア　白

しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

　　イ　藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

　　ウ　後
ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

� （　　　　）
⑸　この乱の結果，朝

ちょう

廷
てい

の勢力と幕府の勢力の関係はどうなりましたか。簡単に書きなさい。
� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［チャレンジプリント］
年　　　組　　　番

名前7
／12問

武士の台頭と鎌倉幕府

武家政治の始まり

16-82-w-4-ww-007-01-1

年代 できごと

939 藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が反乱を起こす‥‥‥‥‥Ａ

1086 白
しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

のａ院
いん

政
せい

が始まる

1159 平
へい

治
じ

の乱が起こる

1167 ｂ平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が政治の実権をにぎる

1185 平
へい

氏
し

が滅びる‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｂ

1192 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

がｃ征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1221 承
じょう

久
きゅう

の乱が起こる

ａ北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

のうったえ
　みなの者，よく聞きなさい。
これが最後の言葉です。頼

より

朝
とも

公が朝
ちょう

廷
てい

の敵をたおし，幕
ばく

府
ふ

を開いてこのかた，官職とい
い，土地といい，ｂその恩は
山より高く，海より深いもの
でした。ｃみながそれに報

むく

い
たいという志はきっと浅くな
いはずです。名

めい

誉
よ

を大事にす
る者は，ｄ京都に向かって出

しゅつ

陣
じん

し，逆臣をうち取り，幕府
を守りなさい。（吾

あ
妻
ずま

鏡
かがみ

）

（かわ）

イ

ウ

御家人

守　護 地　頭

太政大臣

平将門

源頼朝

御　恩

奉　公

（例）朝廷の勢力がおとろえ，幕府の勢力が全国におよぶようになった。

（例）天皇の位をゆずってのち，上皇とし
て政治を行うしくみ。

ポイント 　平将門の乱は，935 〜
940年。

ポイント 　承久の乱の後，幕府は朝廷の監視のため京
きょう

都
と

に六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

を置いた。

中学社会・歴史
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20 武士の台頭と鎌倉幕府

武士と民衆の生活
／11問

1　下の絵を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴　絵にえがかれている A〜 Fのことがらを，次の［　］から選んで書きなさい。
　［　弓矢の手入れ　　見張り　　馬の世話　　板ぶきの屋

や

敷
しき

　　貢ぎ物を受け取る　板べい　］
A（　　　　　　　　　　）　　B（　　　　　　　　　　）　　C（　　　　　　　　　　）
D（　　　　　　　　　　）　　E（　　　　　　　　　　）　　F（　　　　　　　　　　）

⑵　この時代のことについて，書かれた文であやまっているものを，次のア〜エから１つ選び，記号を書
きなさい。
　ア　武士の領地は，分

ぶん

割
かつ

相続であった。　　
　イ　京

きょう

都
と

に住んで，豊かな生活を送る武士が生まれた。　　
　ウ　土地に対して地

じ

頭
とう

の権力が強くなった。
　エ　女性の地頭は，ほとんどいなかった。

（　　　　　）

2　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。
　　鎌

かま

倉
くら

時代の中ごろから，農業生産が高まった。田を耕すために（　Ａ　）が利用され，鉄製の農具が
いっそう普

ふ

及
きゅう

し，草や木の灰が（　Ｂ　）として使われるようになった。また，a米の裏
うら

作
さく

に麦をつく
ることが広まった。

　　生産力が高まると商業が盛
さか

んになり，寺社の門前や交通の便利なところで（　Ｃ　）が開かれるよう
になり，人々が集まって町が生まれた。

⑴　文中の（　　）にあてはまる語句を，次の［　］から 1つずつ選んで書きなさい。
　［　定期市　　肥料　　牛馬　］

　Ａ（　　　　　　　）　　Ｂ（　　　　　　　）　　Ｃ（　　　　　　　）　　

⑵　文中の下線部 aの耕作の方法を何といいますか。
（　　　　　　　　）

A

B
C D

E F

見張り
弓矢の手入れ馬の世話

板ぶきの屋敷
貢ぎ物を受け取る

板べい

二毛作

エ

牛馬 定期市肥料

間違えやすい 　武士の領地は分割相続で，女子にも分けあたえられたので，女性の地頭も多くいた。

ポイント 　鎌倉時代から牛や馬が農耕に広く利用されるようになった。

［ドリルプリント］
年　　　組　　　番

名前
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21 武士の台頭と鎌倉幕府

鎌倉時代の文化と宗教
／11問

1　次の問いに答えなさい。
⑴　資料 1は，東

とう

大
だい

寺
じ

南
なん

大
だい

門
もん

にある運
うん

慶
けい

・快
かい

慶
けい

たちがつくった彫
ちょう

刻
こく

作品をえがいたもの
です。この作品を何といいますか。

（　　　　　　　　）
⑵　東大寺は平

へい

氏
し

に焼かれたのち，鎌倉時代
の初めに再建されましたが，建築には中国
から新しい様式が取り入れられました。そ
のときの中国の王朝名を，次の［　］から
選んで書きなさい。
　［　唐

とう

　　宋
そう

　　元
げん

　］
（　　　　　　　　）

⑶　資料 2には，漢語と口語をまじえた文章
で源

げん

平
ぺい

の戦いの様子などが力強くえがかれ
ています。このような文学作品を何といい
　ますか。

（　　　　　　　　）
⑷　資料 3は，資料 2の「平家物語」を語って広めた人ですが，手に持っ
て弾いている楽器を何といいますか。

（　　　　　　　　）
⑸　このころ，後

ご

鳥
と

羽
ば

上皇の指示によって編さんされた和歌集を，次
の［　］から選んで書きなさい。
　［　万

まん

葉
よう

集
しゅう

　　古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

　　新
しん

古今和歌集　］
（　　　　　　　　）

2　次の表は，鎌
かま

倉
くら

時代におこった新しい仏教をまとめたものです。これを見て，あとの問いに答えなさい。

⑴　表中の Xにあてはまる宗派名を書きなさい。
（　　　　　　　　）

⑵　表中の A，Bにあてはまる人物名を書きなさい。
A（　　　　　　　　）　　B（　　　　　　　　）

⑶　表中の a〜 cにあてはまる語句を，次の［　］から選んで書きなさい。
　［　座

ざ

禅
ぜん

　　極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

　　題
だい

目
もく

　］
ａ（　　　　　　　　）　　　ｂ（　　　　　　　　）　　ｃ（　　　　　　　　）

資料 1 資料 2

宗派 教えを広めた人 教えの内容

浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

Ａ 　南
な

無
む

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

を一心に唱えれば，（　ａ　）へ行ける。

Ｘ 親
しん

鸞
らん

　 Ａ の教えをつきつめ，阿弥陀仏を信じる心を重視した。

日
にち

蓮
れん

宗
しゅう

Ｂ 　法
ほ

華
け

経
きょう

の（　ｂ　）（南
な

無
む

妙
みょう

法
ほう

蓮
れん

華
げ

経
きょう

）を唱える。

禅
ぜん

宗
しゅう

栄
よう

西
さい

，道
どう

元
げん

　（　ｃ　）をすることで，自分の力でさとりを開く。

平へ
い

家け

物も
の

語が
た
り

（
冒ぼ

う

頭と
う

の
部
分
）

祇ぎ

園お
ん

精し
ょ
う

舎じ
ゃ

の
鐘か

ね

の
声
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

無む

常じ
ょ
う

の
響ひ

び
き

あ
り
。

娑し
ゃ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
花
の
色
、

盛じ
ょ
う

者し
ゃ

必ひ
っ

衰す
い

の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
わ
す
。

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、

只た
だ

春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。

た
け
き
者
も
遂つ

い

に
は
ほ
ろ
び
ぬ
、

ひ
と
え
に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。

日蓮

浄土真宗（一向宗）

座禅題目極楽浄土

金剛力士像（吽形）

宋

軍記物

新古今和歌集

琵琶（びわ）

法然

ポイント 　琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

は，各地をまわり，琵琶を
弾きながら「平家物語」を人々に聞かせた。

間違えやすい 　親鸞は，法然の弟子で，浄土真宗を広めた。

［ドリルプリント］
年　　　組　　　番

名前

中学社会・歴史

©TOKYO SHOSEKI
16-82-w-1-xx-021-01-1

資料 3

えいさい

思

知

知 思

知

知

©TOKYO SHOSEKI



1　次の問いに答えなさい。
⑴　鎌倉時代の武士の社会について述べた次のア〜エのうち，あやまっているものを２つ選び，記号を書
きなさい。
　ア　地

じ

頭
とう

として収入を得ている武士もいた。　イ　惣
そう

領
りょう

が中心となって，一族を統
とう

率
そつ

した。
　ウ　領地は，長子の相続が普通であった。　　エ　女性の領地相続は，認められていなかった。
� （　　　　）（　　　　）
⑵　右の絵は笠

かさ

懸
がけ

の様子です。この絵を参考にして，次の文の（　　）に
あてはまる語句を下のア〜ウから１つ選び，記号を書きなさい。
　武士たちは「（　　　）の道」と呼ばれる武芸の訓練にはげんだ。
　ア　弓

きゅう

馬
ば

　　　イ　刀　　　ウ　弓矢			   　  （　　　　）
⑶　鎌倉時代の民衆の動きについて述べた次のア〜エのうち，あやまって
いるものを 1つ選び，記号を書きなさい。
　ア　同じ田畑で米と麦を交互に作る二期作が行われた。　イ　鉄製の農具がいっそう普及した。
　ウ　寺社の門前や交通の要所で定期市が開かれた。　　　エ　草木を焼いた灰が肥料として使われた。
� （　　　　）

2　次の資料１〜３を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴　資料 1は，鎌
かま

倉
くら

文化の特
とく

徴
ちょう

がよくあらわれている建築です。この門の両側には金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

が置かれて
います。この建物の名

めい

称
しょう

を書きなさい。
� （　　　　　　　　　）
⑵　資料 2は，親

しん

鸞
らん

の肖
しょう

像
ぞう

画
が

です。この人物が開いた新しい仏教の宗派を何といいますか。
� （　　　　　　　　　）
⑶　資料 3は，琵

び

琶
わ

法
ほう

師
し

をえがいたものです。この人々によって広められた，軍記物の最高傑
けっ

作
さく

を何とい
いますか。
� （　　　　　　　　　）
⑷　いきいきとした民衆の姿を取り上げた随

ずい

筆
ひつ

「徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

」の作者を次のア〜エから 1つ選び，記号を書き
なさい。

　ア　西
さい

行
ぎょう

　　イ　藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

　　ウ　鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

　　エ　兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

� （　　　　）
⑸　後鳥羽上皇の命令で編集された歌集の名称を書きなさい。

（　　　　　　　　　）
⑹　鎌倉文化の特色を簡単に書きなさい。
� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

てい か

思考・判断・表現

技　　　能

知識・理解

［たしかめプリント］

／100点

名前

年　　　組　　　番

8
めあて　武士の暮らしと鎌倉文化を理解する。

／4問

／1問

／5問

武士の台頭と鎌倉幕府

鎌倉時代の社会と文化

中学社会・歴史

（各10点）

思 技 知 

知 思

思

技

知

知

知

知

知

思

思

資料 1 資料 2 資料 3

ア

エ

ア

エウ

平家物語

新古今和歌集

浄土真宗（一向宗）

東大寺南大門

（例）したしみがあり，雄大で，力強い。

注意！ 　鴨長明は随筆「方丈記」の作者。

ポイント 　金剛力士像の作者は運
うん

慶
けい

・快慶らで，力強い作品を制作した。

ポイント 　笠懸は，馬を走らせながら笠の的を射る武芸の訓練。

©TOKYO SHOSEKI
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［フォローアッププリント］

8 年　　　組　　　番

名前

／13問

武士の台頭と鎌倉幕府

鎌倉時代の社会と文化

●要点のまとめ●　次の文中の（　　）にあてはまる語句を，下の［　　］から選んで書きなさい。

■武士の生活	 　武士は，日ごろから武芸によって心身をきたえた。惣
そう

領
りょう

が中心となって一族を

統率し，領地は（　　　　　　）によって女性にもあたえられた。こうした武士

の慣習にもとづいて，執
しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

が，1232 年に（　　　　　　　　　）を定めた。

■民衆の生活　	 　農耕に牛馬が使われ，鉄製の農具が普
ふ

及
きゅう

した。草や木を焼いた灰が肥料として

使用され，米の裏作に麦をつくる（　　　　　　　　）も行われるようになった。

寺社の門前や交通の要地には，（　　　　　　　　）が開かれるようになった。

■新しい仏教の教え	 　法然は，（　　　　　　　　）を開き，念仏を唱えれば極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に生まれ変わ

ると説いた。その弟子の親
しん

鸞
らん

は，浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

（一
いっ

向
こう

宗）を広めた。また，日
にち

蓮
れん

は日

蓮宗を開き，宋
そう

で学んだ栄
よう

西
さい

や道
どう

元
げん

によって（　　　　　　　　）が伝えられた。

■鎌倉文化	 　東大寺南大門などの建築や，（　　　　　　　　）などの彫
ちょう

刻
こく

など，雄大で力

強い文化が生まれた。（　　　　　　　　）の平家物語が琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

によって広め

られ，朝
ちょう

廷
てい

の貴族たちにより（　　　　　　　　）がまとめられた。

	 禅
ぜん

宗
しゅう

　　浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

　　軍
ぐん

記
き

物
もの

　　新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

　　金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

　　定
てい

期
き

市
いち

	 　二
に

毛
もう

作
さく

　　御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式目）　　分
ぶん

割
かつ

相続　

●重要図のポイント●　（　　）にあてはまる語句を，［　　］から選んで書きなさい。

①　資料 1は，（　　　　　　　　）で，建物の中

には，運
うん

慶
けい

・快
かい

慶
けい

がつくった金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

がおさめ

られている。

　［　平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

　　東
とう

大
だい

寺
じ

南
なん

大
だい

門
もん

　］

②　資料 2の親
しん

鸞
らん

は，浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

を開いた法
ほう

然
ねん

の教え

をさらに深め，（　　　　　　　　）を開いた。

　［　日
にち

蓮
れん

宗　　浄土真
しん

宗
しゅう

　　禅
ぜん

宗　］

③　資料 3の琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

は，源
げん

平
ぺい

の合戦と平
へい

家
け

の滅
めつ

亡
ぼう

をえがいた（　　　　　　　　）を語って聞か

せ，武士や民衆の間に広めた。

　［　平家物語　　源
げん

氏
じ

物語　］

④　鎌
かま

倉
くら

文化の特
とく

徴
ちょう

は，武士の気風を反映して，　

（　　　　　　　　）で，力強いところである。

　［　華
か

麗
れい

　　雄
ゆう

大
だい

　］

えいさい

知

知

資料１

資料２ 資料３

東大寺南大門

浄土真宗

雄大

禅宗

定期市
浄土宗

二毛作

御成敗式目（貞永式目）
分割相続

金剛力士像

平家物語

軍記物
新古今和歌集

注意！ 　平等院鳳凰堂は，平
へい

安
あん

時代に藤
ふじ

原
わらの

頼
より

通
みち

が建てた阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

。

ポイント 　新しい仏教は，
分かりやすく，実行しやすか
ったので，人々の心をとらえた。

中学社会・歴史
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1　下の資料は，武士の館の様子です。これについて，あとの問いに答えなさい。

⑴　敵の侵
しん

入
にゅう

を防ぐために，館の周りにめぐらされているのは何ですか。次のア〜ウから 1つ選び，記号
を書きなさい。
　ア　土かべと竹やぶ　　イ　板べいと堀

ほり

　　ウ　木のさくと杭
くい

� （　　　　）
⑵　馬が飼われていますが，それは何のためですか。「武芸」という語句を用いて，簡単に書きなさい。
� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑶　右の絵は武士の武芸の訓練の様子です。何をしているところですか。
� （　　　　　　　　）
⑷　鎌

かま

倉
くら

時代の武士の多くは，主にどのようなところに館を構えましたか。
次のア〜ウから 1つ選び，記号を書きなさい。
　ア　城下町　　イ　交通の要地　　ウ　農村
� （　　　　）

2　次の問いに答えなさい。
⑴　鎌倉時代の文化や宗教について述べた次の文を読み，下線部の語句が正しいものは○を，誤っている
ものは正しい語句を書きなさい。
①　運

うん

慶
けい

・快
かい

慶
けい

は，金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

などの力強い作品をつくった。
� （　　　　　　　　　）
②　法

ほう

然
ねん

の弟子の親
しん

鸞
らん

は，悪人でも仏の救いを受けられると説いて，浄土宗を広めた。
� （　　　　　　　　　）
③　鴨

かもの

長
ちょう

明
めい

は，世間に生きる人間のむなしさを「方
ほう

丈
じょう

記
き

」にあらわした。
� （　　　　　　　　　）
④　後

ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

が中心となって「古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

」が編さんされた。
� （　　　　　　　　　）
⑵　平安時代の仏教は，貴族たちを中心に広まりましたが，鎌倉時代の仏教は，武士や民衆の間に広く受
け入れられました。その理由を簡単に書きなさい。
� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［チャレンジプリント］
年　　　組　　　番

名前8
／9問

武士の台頭と鎌倉幕府

鎌倉時代の社会と文化

16-82-w-4-ww-008-01-1

ウ

イ

新古今和歌集

笠　懸

○

浄土真宗（一向宗）

○

（例）鎌倉時代におこった新しい仏教は，教えがわかりやすく，実行しやすいものだったから。

（例）日ごろから武芸の訓練を行うため。

ポイント 　武士は，館の近くの農地を下人に耕作させたり，農
民を働かせたりする，村の領主となっていた。

注意！ 　「古今和歌集」は，平
へい

安
あん

時代に紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らが編さんした和歌集。

注意！ 　法然は，念
ねん

仏
ぶつ

を唱えればだれでも極
ごく

楽
らく

に行けるという浄土宗を説いた。

中学社会・歴史

©TOKYO SHOSEKI

 思 知

 思

 思
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 知

 思

知 思
知
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思考・判断・表現

技　　　能

知識・理解

［分かち書きプリント］

／100点

名前

年　　　組　　　番

7
めあて　武士のおこりと武家政権の成立を理解する。

／3問

／0問

／10問

武士の台頭と鎌倉幕府

武家政治の始まり

中学社会・歴史

1　あゆみさんが　つくった　次
つぎ

の　人
じん

物
ぶつ

カードを　見
み

て，あとの　問
と

いに　答
こた

えなさい。

⑴　カード A
エー

の　 X
エックス

，カード D
ディー

の　Y
ワイ

に　あてはまる　語
ご

句
く

を　書
か

きなさい。　　

� X
エックス

（　　　　　　　　　　　　　　）　  　Y
ワイ

　（　　　　　　　　　　　　）

⑵　カードB
ビー

の　下
か

線
せん

部
ぶ

が　起
お

こった　ころ，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

　一
いっ

帯
たい

で　反
はん

乱
らん

を　起
お

こした　人
じん

物
ぶつ

を，次
つぎ

の　ア〜ウから　1
ひとり

人　選
えら

び，

　記
き

号
ごう

を　書
か

きなさい。

　ア　藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

　　イ　藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

　　ウ　 源
みなもとの

義
よし

経
つね

� （　　　　　）

⑶　カード C
シー

の　下
か

線
せん

部
ぶ

のような　政
せい

治
じ

を　何
なん

と　いいますか。

� （　　　　　　　　　　）

⑷　カード D
ディー

の　下
か

線
せん

部
ぶ

の　貿
ぼう

易
えき

を　行
おこな

う　ために　整
せい

備
び

した　港
みなと

を，次
つぎ

の　ア〜ウから　1つ　選
えら

び，記
き

号
ごう

を　書
か

きなさい。

　ア　堺
さかい

の　港
みなと

　　イ　博
はか

多
た

の　港
みなと

　　ウ　兵
ひょう

庫
ご

の　港
みなと

� （　　　　）

⑸　カード A
エー

〜 D
ディー

を　年
ねん

代
だい

の　古
ふる

い　順
じゅん

から　並
なら

べ，記
き

号
ごう

を　書
か

きなさい。

� （　　　　→　　　　→　　　　→　　　　）

2　右
みぎ

の　図
ず

を　見
み

て，次
つぎ

の　問
と

いに　答
こた

えなさい。

⑴　図
ず

中
ちゅう

の　A
エー

に　あてはまる，将
しょう

軍
ぐん

を　補
ほ

佐
さ

する　役
やく

職
しょく

を　何
なん

と　いいますか。

� （　　　　　　　　　　）

⑵　図
ず

中
ちゅう

の　B
ビー

に　あてはまる，国
くに

ごとに　置
お

かれた　役
やく

職
しょく

を　何
なん

と　いいますか。

� （　　　　　　　　　　）

⑶　図
ず

中
ちゅう

の　a
エー

の　主
おも

な　仕
し

事
ごと

は　何
なん

ですか。次
つぎ

の　ア〜ウから　1つ　選
えら

び，記
き

号
ごう

を

　書
か

きなさい。

　ア　財
ざい

政
せい

と　政
せい

治
じ

一
いっ

般
ぱん

　イ　荘
しょう

園
えん

の　管
かん

理
り

と　年
ねん

貢
ぐ

　取
と

り立
た

て

　ウ　朝
ちょう

廷
てい

と　西
さい

国
ごく

武
ぶ

士
し

の　監
かん

視
し

� （　　　　　）

⑷　図
ず

中
ちゅう

の　将
しょう

軍
ぐん

と　これに　従
したが

った　武
ぶ

士
し

とは，御
ご

恩
おん

と　奉
ほう

公
こう

の　関
かん

係
けい

で　結
むす

ばれて

　いました。その　うちの　「御
ご

恩
おん

」の　内
ない

容
よう

を，簡
かん

単
たん

に　書
か

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A
エー

　 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

は，朝
ちょう

廷
てい

から　 Ｘ
エックス

に　任
にん

じられ，幕
ばく

府
ふ

を　開
ひら

いた。

知 思

知 思

知

知

知

知

知

知

思

思

思

D
ディー

　平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は， Y
ワイ

の乱
らん

で　力
ちから

を　強
つよ

め，海
かい

外
がい

との　貿
ぼう

易
えき

を　行
おこな

った。

C
シー

　白
しら

河
かわ

天
てん

皇
のう

は，位
くらい

を　ゆずり　上
じょう

皇
こう

と　なった　あとも　政
せい

治
じ

を　行
おこな

った。

B
ビー

　平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，関
かん

東
とう

の　武
ぶ

士
し

たちを　率
ひき

いて，反
はん

乱
らん

を　起
お

こした。

鎌倉幕府の　しくみ

侍

　所 

さ
む
ら
い 

ど
こ
ろ 

政

　所 

ま
ん 

ど
こ
ろ 

問
注
所 

六
波
羅
探
題…

ａ

も
ん 

ろ
く 

は 

ら 

た
ん 

だ
い 

ち
ゅ
う 

じ
ょ 

Ｂ
地

　頭 

じ 

と
う 

Ａ

将
軍 

［地方］ ［中央］

し
ょ
う
ぐ
ん

ち ほう ちゅうおう

かま くら ばく ふ

エ
ー

ビ
ー

エ
ー

ウ

A
エー

D
ディー

C
シー

B
ビー

ウ

イ

執
しっ

　権
けん

守
しゅ

　護
ご

院
いん

　政
せい

平
へい

　治
じ

征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

（例
れい

）将
しょう

軍
ぐん

が　配
はい

下
か

の　武
ぶ

士
し

に　対
たい

して，  先
せん

祖
ぞ

伝
でん

来
らい

の　領
りょう

地
ち

を　保
ほ

護
ご

し， 手
て

柄
がら

を　たてると　新
あたら

しい　領
りょう

地
ち

を　あたえる　こと。
守
しゅ

護
ご

や　地
じ

頭
とう

に　任
にん

命
めい

される　ことが　書
か

かれて　いても　正
せい

答
とう

と　する。

頼
より

朝
とも

が　鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を　

開
ひら

いたのは，

1185 年
ねん

（その他
た

1183 年
ねん

，

1192 年
ねん

などと　考
かんが

える

説
せつ

も　ある）

平
たいらの

将
まさ

門
かど

の乱
らん

は，

935 年
ねん

白
しら

河
かわ

天
てん

皇
のう

の　生
せい

没
ぼつ

年
ねん

1053 〜 1129 年
ねん

平
へい

治
じ

の乱
らん

は　1156 年
ねん

→政
まん

所
どころ

→地
じ

頭
とう

→六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

ポイント 　承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

の　後
あと

，幕
ばく

府
ふ

は

朝
ちょう

廷
てい

や　西
さい

国
ごく

武
ぶ

士
し

を　監
かん

視
し

する　ために，

六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

を　置
お

いた。

©TOKYO SHOSEKI
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［分かち書きプリント］（２ページ）

3　次
つぎ

の　問
と

いに　答
こた

えなさい。

⑴　右
みぎ

の　資
し

料
りょう

は，鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が　定
さだ

めた　武
ぶ

士
し

の　法
ほう

律
りつ

です。この　法
ほう

律
りつ

を

　何
なん

と　いいますか。

� （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　この　法
ほう

律
りつ

を　定
さだ

めた　幕
ばく

府
ふ

の　執
しっ

権
けん

は，だれですか。次
つぎ

の　ア〜ウから

　1
ひとり

人　選
えら

び，記
き

号
ごう

を　書
か

きなさい。

　ア　北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

　　イ　北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

　　ウ　北
ほう

条
じょう

時
とき

宗
むね

� （　　　　）

⑶　資
し

料
りょう

の　 Ｘ
エックス

には，地
ち

名
めい

が　あてはまります。この　地
ち

名
めい

を

　書
か

きなさい。

� （　　　　　　　　）

一
いち

　諸
しょ

国
こく

の　守
しゅ

護
ご

の　職
しょく

務
む

は，

　頼
より

朝
とも

公
こう

の　時
じ

代
だい

に　

　定
さだ

められたように， Ｘ
エックス

の

　御
ご

所
しょ

の　警
けい

備
び

と，謀
む

反
ほん

や　殺
さつ

人
じん

などの

犯
はん

罪
ざい

人
にん

の　取
と

りしまりに　限
かぎ

る。

一
いち

　武
ぶ

士
し

が　20 年
ねん

の　間
あいだ

，実
じっ

際
さい

に

土
と

地
ち

を　支
し

配
はい

して　いるならば，

その　権
けん

利
り

を　認
みと

める。

（部
ぶ

分
ぶん

要
よう

約
やく

）

知

　イ

京
きょう

　都
と

御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

）

注
ちゅう

意
い

！ 　北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

は　鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の　初
しょ

代
だい

執
しっ

権
けん

で，北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

の　父
ちち

。

北
ほう

条
じょう

時
とき

宗
むね

は　元
げん

寇
こう

の　時
とき

の　執
しっ

権
けん

。
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1　次
つぎ

の　問
と

いに　答
こた

えなさい。

⑴　鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

の　武
ぶ

士
し

の　社
しゃ

会
かい

について　述
の

べた　次
つぎ

の　ア〜エの　うち，あやまって　いる　ものを　２つ　選
えら

び，記
き

号
ごう

を

　書
か

きなさい。

　ア　地
じ

頭
とう

として　収
しゅう

入
にゅう

を　得
え

て　いる　武
ぶ

士
し

も　いた。　イ　惣
そう

領
りょう

が　中
ちゅう

心
しん

と　なって，一
いち

族
ぞく

を　統
とう

率
そつ

した。

　ウ　領
りょう

地
ち

は，長
ちょう

子
し

の　相
そう

続
ぞく

が　普
ふ

通
つう

であった。　　　　　エ　女
じょ

性
せい

の　領
りょう

地
ち

相
そう

続
ぞく

は，認
みと

められて　いなかった。

� （　　　　　）（　　　　　）

⑵　右
みぎ

の　絵
え

は　笠
かさ

懸
がけ

の　様
よう

子
す

です。この　絵
え

を　参
さん

考
こう

に　して，次
つぎ

の　文
ぶん

の　（　　）に

　あてはまる　語
ご

句
く

を　下
した

の　ア〜ウから　１つ　選
えら

び，記
き

号
ごう

を　書
か

きなさい。

　　武
ぶ

士
し

たちは　「（　　　）の　道
みち

」と　呼
よ

ばれる　武
ぶ

芸
げい

の　訓
くん

練
れん

に　はげんだ。

　ア　弓
きゅう

馬
ば

　　　イ　刀
かたな

　　　ウ　弓
ゆみ

矢
や

			   　　　　　　  （　　　　）

⑶　鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

の　民
みん

衆
しゅう

の　動
うご

きについて　述
の

べた　次
つぎ

の　ア〜エのうち，あやまって　いる

　ものを　1つ　選
えら

び，記
き

号
ごう

を　書
か

きなさい。

　ア　同
おな

じ　田
た

畑
はた

で　米
こめ

と　麦
むぎ

を　交
こう

互
ご

に　作
つく

る　二
に

期
き

作
さく

が　行
おこな

われた。　イ　鉄
てつ

製
せい

の　農
のう

具
ぐ

が　いっそう　普
ふ

及
きゅう

した。

　ウ　寺
じ

社
しゃ

の　門
もん

前
ぜん

や　交
こう

通
つう

の　要
よう

所
しょ

で　定
てい

期
き

市
いち

が　開
ひら

かれた。　　　　　エ　草
くさ

木
き

を　焼
や

いた　灰
はい

が　肥
ひ

料
りょう

として　使
つか

われた。

� （　　　　　）

2　次
つぎ

の　資
し

料
りょう

１〜３を　見
み

て，あとの　問
と

いに　答
こた

えなさい。

⑴　資
し

料
りょう

1は，鎌
かま

倉
くら

文
ぶん

化
か

の　特
とく

徴
ちょう

が　よく　あらわれて　いる　建
けん

築
ちく

です。この　門
もん

の　両
りょう

側
がわ

には　金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

が　置
お

かれて　

　います。この　建
たて

物
もの

の　名
めい

称
しょう

を　書
か

きなさい。

� （　　　　　　　　　　）

⑵　資
し

料
りょう

2は，親
しん

鸞
らん

の　肖
しょう

像
ぞう

画
が

です。この　人
じん

物
ぶつ

が　開
ひら

いた　新
あたら

しい　仏
ぶっ

教
きょう

の　宗
しゅう

派
は

を　何
なん

と　いいますか。

� （　　　　　　　　　　　）

⑶　資
し

料
りょう

3は，琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

を　えがいた　ものです。この　人
ひと

々
びと

に　よって　広
ひろ

められた，軍
ぐん

記
き

物
もの

の　最
さい

高
こう

傑
けっ

作
さく

を　何
なん

と

　いいますか。

� （　　　　　　　　　　）

⑷　いきいきと　した　民
みん

衆
しゅう

の　姿
すがた

を　取
と

り上
あ

げた　随
ずい

筆
ひつ

「徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

」の　作
さく

者
しゃ

を　次
つぎ

の　ア〜エから　1つ　選
えら

び，記
き

号
ごう

を

	 書
か

きなさい。

　ア　西
さい

行
ぎょう

　　イ　藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

　　ウ　鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

　　エ　兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

� （　　　　）

⑸　後
ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

の　命
めい

令
れい

で　編
へん

集
しゅう

された　歌
か

集
しゅう

の　名
めい

称
しょう

を　書
か

きなさい。

（　　　　　　　　　　　）

⑹　鎌
かま

倉
くら

文
ぶん

化
か

の　特
とく

色
しょく

を　簡
かん

単
たん

に　書
か

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

てい か

思考・判断・表現

技　　　能

知識・理解

［分かち書きプリント］

／100点

名前

年　　　組　　　番

8
めあて　武士の暮らしと鎌倉文化を理解する。

／4問

／1問

／5問

武士の台頭と鎌倉幕府

鎌倉時代の社会と文化

中学社会・歴史

思 技  

知 思

思

技

知

知

知

知

知

思

思

資
し

料
りょう

1 資
し

料
りょう

2 資
し

料
りょう

3

ア

　エ

ア

エウ

平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

（一
いっ

向
こう

宗
しゅう

）

東
とう

大
だい

寺
じ

南
なん

大
だい

門
もん

（例
れい

）したしみが　あり，雄
ゆう

大
だい

で，力
ちから

強
づよ

い。

注
ちゅう

意
い

！ 　鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

は　随
ずい

筆
ひつ

「方
ほう

丈
じょう

記
き

」の　作
さく

者
しゃ

。

ポイント 　金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

の　作
さく

者
しゃ

は　運
うん

慶
けい

・快
かい

慶
けい

らで，力
ちから

強
づよ

い　作
さく

品
ひん

を　制
せい

作
さく

した。

ポイント 　笠
かさ

懸
がけ

は，馬
うま

を　走
はし

らせながら　笠
かさ

の　的
まと

を　射
い

る　武
ぶ

芸
げい

の　訓
くん

練
れん

。
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